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研究成果の概要（和文）：科学技術を学際的に学ぶSTEM学習では、主体的に知識を活用し、創造するため、アー
トを活用した知識創造型のSTEAM学習が目指されている。本研究では、これまで実践が主体となっていたSTEAM学
習による効果を、申請者らのこれまでの研究知見を用いて具体的にアートの役割を認識主体性及び動機づけとい
う入り口の効果に絞って、その効果を検証する。アートを初期の活動に組み込んだ認識主体性を生成する、具体
的なアートプロジェクトを用いた学習プログラムを開発し、アートの話題提供を行う際の観察実験、学習現場に
おける質的調査を行い、教材の効果を検証する。

研究成果の概要（英文）：In interdisciplinary STEM education, where science and technology are 
studied, the goal is to actively utilize and create knowledge. Therefore, 
knowledge-creation-oriented STEAM learning, which incorporates art, is being pursued. This study 
aims to examine the effects of STEAM learning, which has previously focused on practical 
implementation, by specifically investigating the role of art in enhancing cognitive engagement and 
motivation, based on the applicants' previous research findings. A learning program that generates 
cognitive engagement through specific art projects integrated into initial activities will be 
developed. Observational experiments during art-based discussions and qualitative research in 
educational settings will be conducted to evaluate the effectiveness of the teaching materials.

研究分野： 科学教育、現代アート

キーワード： 科学技術コミュニケーション　アート　STEAM教育　科学教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はこれまで包括的に指標化するのが困難だと考えられてきた科学技術コミュニケーターの職能を、科学技
術コミュニケーター活動・教育と連携した実践的な調査で明らかにしていく」という問いを軸に、実践研究でそ
の答えを提示することを目的とした。科学とアートをつなげる多様な実践を行い、その周辺のリサーチを伴うこ
とで、アートを通した科学技術コミュニケーションの可能性を提示することができたことに社会意義があると考
える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
科学技術を学際的に学ぶ STEM 学習では、主体的に知識を活用し、創造するため、アートを活

用した知識創造型の STEAM 学習が目指されている。本研究では、これまで実践が主体となっ
ていた STEAM 学習による効果を、申請者らのこれまでの研究知見を用いて具体的にアートの
役割を認識主体性及び動機づけという入り口の効果に絞って、その効果を検証する。アートを初
期の活動に組み込んだ認識主体性を生成する学習プログラムを開発し、アートの話題提供を行
う際の観察実験、学習現場における質的調査を行い、教材の効果を検証する。 
 
２．研究の目的 
本研究は「これまで包括的に指標化するのが困難だと考えられてきた科学技術コミュニケータ

ーの職能を、SC 活動・教育と連携した実践的な調査で明らかにしていく」という問いを軸に、
実践研究でその答えを提示することを目的とした。 
これまで包括的かつ実践的に調査されていなかった科学技術コミュニケーターの能力を、具体

的に活動と紐づいた形でその概念を抽出し、抽出した概念から科学技術コミュニケーターの能
力の評価軸を確立する点が特徴である。実践に関わる参加者に対する質的・量的双方向から科学
技術コミュニケーターの能力の概念及びその段階について検証していくことによって学術的に
新規性を、独創性のある実践からはアートを通した科学技術コミュニケーションの可能性を提
示することを目指した。 
 
３．研究の方法 
その方法として、北海道大学の古い温室を軸に
進めているアートプロジェクト「アノオンシツ」
を中心に、実践研究を進めた。 
2021 年度には、展示やリサーチ、記録活動を通

して、分析するためのコンテンツ制作を試みた。 
まず、北海道大学の自然と人間との距離を可視
化するため「植物と居場所 vol.1 苔の息展」を、
2021 年 12 月に陶芸作家の安部郁乃さん筆者が
共同制作し、行った。続いて、北大で伐採された
木を用いて北海道の山をイメージした作品をつ
くる展示「山々と」（図 1）を 2022 年 3 月に木工
作家高野夕輝と筆者の共同制作で開催した。 そ
のほかにも、札幌の家具クリエイター12 組と、
北海道の研究者 12 人が、北海道の木でオリジナ
ル椅子を制作して展示/交流/トークをする「札
幌の木、北海道の椅子展 2021」を進め、12 本の
トークを収録した。また、アノオンシツに向かう
ために使っていた、札幌冬季オリンピックに建
てられた橋が撤去されることから、撤去に伴う
記録を行い、作品として制作した。その作品は
「Sapporo Parallel Museum 2021」と「500m 美
術館賞受賞展」で発表した。  
2022 年度には 2021 年度の活動を基に、情報発

信の体型をまとめたほか、幅広い研究リサーチ
を行った。地域の作家と、研究者、大学の未利
用材の資源をコラボさせてオリジナルの椅子
を制作するプロジェクト「北海道の木、札幌の
椅子展」（図 2）を、地元のギャラリーと連携し
て対面で開催し、それと連携して制作した映像
32 本を公開、カタログと映像でその結果をま
とめた。また、ドイツのカッセルで開催された
「documenta 15」とベルリンビエンナーレに訪
ね、リサーチした。その内容は『サイエンスコ
ミュニケーションとアートを融合する』に収録
し、2023 年 3 月共著で出版した。また、「アノ
オンシツ」のアーカイブとしての機能と、情報
発信のプラットフォームとしてウェブサイト
を制作（図 4）し、公開した。  

図 1 「山々と」展示開催の様子 

図 2 「札幌の木、北海道の椅子」で制作した椅子

図 3 公開した映像の一部。こちらのリンクから確認 



2023 年度には、アノオンシツを軸にした実践
研究をアカデミアや一般向けに広める活動を
進めた。アノオンシツの背景や実践事例を 2023
年 12 月の韓国科学技術学会、2023 年 12 月の
TAG2023 で発表した。 また、気候危機に関する
リサーチとして斜里で流氷をテーマにした撮
影、アーティストや研究者への取材を行うと同
時に、2023 年 9 月から 11日まで韓国光州アジ
ア文化殿堂で開催された企画展に、Drift 
Collective というアーティストグループを結
成し、作品展示（図 5）やアーティストトーク、
図録にインタビュー記事を掲載した。さらに、
2024 年 2 月には北方圏国際シンポジウムで流
氷を作品にするアーティストの試みを自分の
事例も含めて発表した。 そのほか、アノオン
シツにてサイアノグラフという 200 年前の青
写真技術を用いて未来の生態を想像する「空想
植物図鑑」など、植物を軸に未来のくらしを想
像するワークショップを開催した。 
 
４．研究成果 
本研究の意義は、アートプロジェクトの実践

研究を通して主体的な STEAM 学習がどのよう
な動機づけで始まるか、またその入り口の設定
をどうすれば良いかの多様なケースを間近で観察することにある。また地域や大学、科学をフィ
ールドに進めるアート作品制作/発信の具体的事例を提示し、そこから鑑賞や解釈の場が広がる
ことも意義としてあげられる。多様な地域の実践活動を通して、アートを通した STEAM 教育の実
践例を比較してみることができ、地域課題を可視化し、科学コミュニケーションの場作りを設け
たことから、アートを通した科学技術コミュニケーションの可能性と必要性が分かった。 
STEAM 教育の中でも、 アート作品を解釈する時の科学の役割や、科学者へのアート作品や実践

の紹介など、アートとサイエンスを様々な立場で行き来しながら交流することで、その結果作ら
れたコンテンツを体験することが教育につながる、複合的な構造があることが見えてきた。また、
科学者とアーティストがお互い好奇心を持ち続けられるため、間でつなぐコミュニケーターの
役割が大事であることも分かった。 科学技術の進歩や、現代アートの可能性は今後も進むと考
える。その中でアートや科学の現場の境界で、行き来しながら共に学べる場づくりのニーズは高
まるだろう。その結果は、韓国科学技術学会、TAG、北方圏国際シンポジウムなど、分野をまた
ぐ様々な学会での意見交換や、『サイエンスコミュニケーションとアートを融合する』の出版、
youtube や instagram を含めた SNS を用いての情報配信まで、アカデミアのフィールドから一般
市民を対象とするコミュニケーションまで、幅広く配信し、さらなる研究や対話の話題に繋げる
ことを試みた。 
研究の重要性としては、独創性を持つアート表現を中心に、その表現を取り巻くさまざまな場

面を考慮し、実践を行うことで、現在の科学技術を理解するだけでなく、未来の教育や暮らしに
ついて想像できるコミュニケーションの場が持続的に生まれることにある。継続的に、今まで行
った実践研究を分析し、共有できる活動を続けていきたい。 

図 5 ウェブサイトのメインページ 

図 4 韓国光州での展示《Drifting Scenery》の様子 
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